
　 3月25日（ 土）に原田小学校区コ ミ ュ ニティ 運営協

議会主催の「 凧揚げ大会」が開催さ れ、満開の桜が咲

く 南町民センタ ー芝生広場では、多く の親子連れで

賑わいま し た。

　 思い思いの凧を揚げて楽し んだ子ども たちから は

「 久し ぶり に走り 回れて楽し かっ た」「 桜の花がき れ

いな広場で凧揚げでき て良かった」と いっ た声があ

がっていま し た。

　 運営協議会の赤松会長は「 コロナも収束に向かって

いるので、地域活性化のため住民の皆様が元気になる

ようなイベントを開催していきたい」と 話していました。

　 こ の春卒業し た中学生は、新型コ ロ ナの影響

で入学式が行われま せんでし た。ま た小学生も

修学旅行が県内で行われる など 学校行事に制限

の多い学年でし た。

　 卒業式では、運動会や体育会など 全員で力を

合わせて頑張っ た思い出が「 答辞」や「 別れの言

葉」に込めら れ、新たな目標に向かっ て希望に満

ち溢れた児童・ 生徒たちの顔を 見る こ と ができ

ま し た。

　 3月4日（ 土）・ 5日（ 日）に中央公民館と 住民福祉センターで、

町民文化のつどいが3年ぶりに開かれました。

　 オープニングでは、宇美東中学校吹奏楽部の演奏が披露さ

れ「 久し ぶりで緊張したけど 、皆さんの前で演奏できたこと が嬉

しかった」との声が聞こえました。

　 作品展示の部では、文化サークルの皆さんや町内の小中学

生から 多くの作品が寄せられ、鑑賞に訪れた皆さんも目を見

張っていました。

　 コロナ禍で開催準備を続けてこられた役員の皆さんは「 全小

中学校から作品が寄せられてよかった」と話していました。

　 3月5日（ 日）に総合ス ポーツ 公園で「 蹴－１ グラ ン プリ 福岡

大会 in 宇美町」が開かれ、議会も 大会を盛り 上げよ う と「 う み

ギイ ーンズ」と し て参加し ま し た。

　 蹴－１ グラ ンプリ は、2020年に宇美町と と も に町制施行100

周年を迎えた宮崎県都農町発祥のス ポーツ で、サッ カーのPK

合戦の要領で対戦し ま す。

　 今回は一般の部32チーム、ジュ ニアの部 5チームが、リ ーグ

戦と ト ーナメ ント 戦で激戦を繰り 広げま し た。

　 特別ゲス ト に、元サッ カ ー日本代表の山下芳輝さ ん、デフ

サッ カー日本代表GKの松元卓巳さ ん、アンプティ サッ カー元

日本代表の野間口圭介さ んにも 参加し ていただき ま し た。

　 福岡大学女子サッ カ ー部OＧ チーム の「 JOCCERS」から は

「 ずっと 待ち望んでいた大会でと ても 楽し かったです。来年は

優勝を目指し ま す」と の感想でし た。

第43回町民文化のつどい

蹴－１グランプリ 福岡大会 ｉｎ  宇美町

た こ

う みギイーンズと 町長率いるド リ ームチーム

「 JOCCERS」は、小さ なお子さ んと 一緒に参加山下芳輝さ んと 松元卓巳さ んによる始球式

　 新型コ ロナウイ ルス感染症の第8 波を乗り

越えて、いよいよ脱コ ロナの雰囲気が垣間見

えてきました。

　 さ まざまな事業を 企画し ながら も 、度重な

る感染拡大で中止に追い込まれまし たが、各

種イ ベント も 開催できるよう になりまし た。

　 今後も 感染症対策を行いつつ、いかにし て

町に活力と 賑わいを取り 戻すかと いう 時期に

入ったと 思われます。

　 議会から も 、イ ベント 会場に足を運び、共に

楽し みながら 主催者や参加者の声を聴き 、支

えていきたいと 考えています。
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